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縄
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男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　３月９日、喜屋武小学校体育館引き渡し・落成式典が行
われました。
　式典で上原裕常市長は「勉強も大切ですが体を鍛えるこ
とも大切。岬っ子の皆さんが、体を鍛え健やかに成長する
ことを願っています」と、あいさつ。生徒を代表して、児童会
長の上良朋弘君（５年）が「これから卒業式や入学式がこ
の新しい体育館で行われます。みんなで大切に使っていき
たいです」と元気よくあさいつしました。
　新しい体育館は太平洋を見下ろせる場所に立ち「夕日の
広場」の愛称で児童や地域に親しまれています。この美し
い景色を残してほしいという地域の思いを受けて、体育館
舞台の後方壁面は全面ガラス張りで、太平洋が眼下に見
下ろせます。
　舞台のカーテンが開くと児童から一斉に歓声が沸き起
こり、儀間栄子校長は「地域の思いがすべて受け入れられ
た沖縄一の体育館。設計者や工事関係者の皆さんに感謝
しています」と喜びを語っていました。

上/ドクターカーの
協定締結で救急患
者の救命率が高まり
ます。上原裕常市長
と赤崎満院長（右か
ら３番目）、病院関係
者の皆さん
下/３月１日、協定を
締結。赤崎院長と金
城誠栄糸満市消防
長

上/舞台後方は全面ガ
ラス張り！児童から歓声
が沸き起こっていまし
た
下/児童を代表しての上
良朋弘君があいさつ/
業者から糸満市へ引き
渡し書類等の目録が贈
呈されました/新しい体
育館の落成を喜ぶ児童
たち

南部徳洲会病院と糸満市消防本部は３月1日、救急現場活動
時における医師、看護師派遣「ドクターカー」に関する協定を締
結しました。

近年、複雑多様化する災害現場では救急隊員が行う応急手当
等が拡大され、中には救急隊員では対応できない事例がありま
す。ドクターカーは、災害現場へ医師派遣を要請し、医師と救急
隊が協力して医療救護活動を行うもので、救急患者の救命率が
高まります。
　締結を終え、上原裕常市長は「皆さんの協力がなければ救える
命も救えません。市民の生命を第一に考え、地域医療に対してご
理解いただきありがとうございます」とお礼を述べ、赤崎満院長
は「医療過疎にならないようにするのが我々の使命だと思ってい
ます。協定を締結することで医師派遣が迅速になります。知識と
技術を共有しながら支援して行きたい」と話していました。

救
命
率
向
上
へ

「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
」

運
用
開
始
！

地域の思いが形に。
喜屋武小学校体育館落成
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１
．
行
財
政
改
革
の
推
進

　
「
糸
満
市
財
政
計
画
」
を
基

に
、
さ
ら
な
る
歳
入
確
保
と
徹

底
し
た
歳
出
の
見
直
し
に
加
え

て
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
財
源
の

効
果
的
な
配
分
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の
取

り
組
み
を
検
証
し
、
新
た
な
計
画

の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

機
能
的
な
組
織
体
制
の
確
立
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け

て
、
収
納
対
策
室
を
税
務
課
に
統

合
し
、
生
涯
学
習
振
興
課
と
文
化

課
を
統
合
し
て
生
涯
学
習
課
を

新
設
し
ま
す
。

２
．
自
律
す
る
人
材
と
自
立
す
る 

　
地
域
の
育
成

　
時
代
を
担
う
自
律
す
る
職
員

を
「
糸
満
市
職
員
人
材
育
成
基

本
方
針
」
に
基
づ
い
て
育
成
し

ま
す
。
ま
た
、
市
民
力
と
地
域
力

を
高
め
、
自
立
す
る
地
域
を
育
成

し
て
い
き
ま
す
。

３
．
暮
ら
し
の
安
心
の
確
保

　
医
療
・
福
祉
施
策
の
充
実
を

は
じ
め
、
地
域
防
災
体
制
と
消
防

力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

国
・
県
に
呼
応
し
た
緊
急
経
済
、

雇
用
対
策
の
拡
充
・
強
化
と
、
失

業
者
な
ど
の
支
援
救
済
の
た
め
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
強

化
し
て
、
生
活
不
安
か
ら
の
脱
却

が
促
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

４
．
子
育
て
支
援
と
教
育

　
子
供
た
ち
が
健
康
に
育
つ
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
子
育
て
を

支
援
す
る
各
種
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。
併
せ
て
学
校
で
の
教
育

内
容
と
指
導
の
充
実
に
努
め
て
、

子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
と
学
力

を
育
み
ま
す
。
ま
た
地
域
の
教
育

力
向
上
に
努
め
ま
す
。

５
．
社
会
資
本
の
整
備

　
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て

も
社
会
資
本
の
整
備
は
重
要
で

あ
り
、
基
幹
道
路
の
整
備
促
進
、

教
育
施
設
や
産
業
基
盤
の
整
備

を
引
き
続
き
進
め
、
さ
ら
に
新

た
な
地
域
再
生
計
画
づ
く
り
に

着
手
し
ま
す
。
ま
た
各
種
社
会
資

本
の
効
果
的
・
効
率
的
な
整
備

方
針
を
定
め
ま
す
。

６
．
経
済
の
活
性
化

　
国
・
県
の
緊
急
経
済
対
策
に

連
動
し
て
産
業
を
活
性
化
し
、
雇

用
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
道
の
駅
い
と
ま
ん
や
糸
満
観

光
農
園
の
支
援
、
地
産
地
消
の
拡

大
、
地
域
産
品
の
販
売
力
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

併
せ
て
各
種
全
国
大
会
の
本
市

へ
の
誘
致
活
動
や
体
験
交
流
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

７
．
次
な
る
10
年
へ
の
準
備
態
勢

　
づ
く
り

　
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
や

地
方
分
権
、
地
域
主
権
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
、
10
年
先
を
見
据
え

た
新
た
な
総
合
計
画
を
市
民
と

行
政
と
の
協
働
作
業
に
よ
り
策

定
し
ま
す
。
さ
ら
に
計
画
を
効
率

的
・
効
果
的
に
運
営
す
る
た
め
、

行
政
運
営
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

　
次
に
、
平
成
22
年
度
の
主
要
施

策
・
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
各
教
科
の
基

礎
基
本
の
徹
底
、
「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
行
い
、
開
か
れ
た
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
を

行
い
ま
す
。

　
不
登
校
生
徒
等
の
対
策
と
し

て
、
適
応
指
導
教
室
、
自
立
支
援

教
室
の
実
施
と
、
教
育
相
談
員
等

に
よ
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図

り
、
ま
た
特
別
支
援
教
育
で
は
、

県
と
協
力
し
て
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
教
育
施
設
で
は
、
糸
満
南
小
学

校
移
転
の
校
舎
改
築
、
体
育
館
改

築
、
幼
稚
園
改
築
や
真
壁
小
学

校
校
舎
全
面
改
築
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　
人
材
育
成
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
派
遣
助
成
事
業
、
奨
学
金
の

貸
給
与
事
業
等
を
行
い
、
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
生
徒
に
は
、
糸
満

市
長
賞
や
教
育
長
賞
に
よ
り
表

彰
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
「
生
涯
学
習

出
前
講
座
」
や
「
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
」
の
整
備

充
実
、
公
民
館
で
の
地
域
学
力
向

上
支
援
事
業
の
展
開
を
図
り
ま

す
。
ま
た
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は

各
種
事
業
の
開
催
や
青
少
年
育

成
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
中
央
図
書
館
で
は
、
寄
贈
郷
土

資
料
等
の
整
理
を
行
い
利
用
者

へ
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
移

動
図
書
館
「
く
ろ
し
お
号
」
の

運
営
や
、
お
話
会
等
の
開
催
に
努

め
ま
す
。
中
央
公
民
館
で
は
、
講

座
の
開
設
と
サ
ー
ク
ル
の
育
成

を
図
り
、
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
社
会
体
育
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
や
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
地
域
巡
回
ス
ポ

ー
ツ
教
室
等
を
開
催
し
、
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
全
国
高
校
総
体
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
の
開
催
地
と
し

て
、
糸
満
市
実
行
委
員
会
を
中
心

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
郷
土
文
化
の
保
全
で
は
、
具
志

川
城
跡
環
境
整
備
事
業
の
遺
構

確
認
調
査
を
お
こ
な
い
、
南
山
城

跡
で
は
、
保
存
状
況
確
認
の
た

め
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
史
に
つ
い
て
は
、
「
市
史
　

資
料
編
13
　
村
落
資
料
　
兼
城
村

編
」
を
発
刊
し
ま
す
。

　
文
化
振
興
で
は
、
糸
満
市
文
化

協
会
の
支
援
と
、
文
化
・
芸
術
へ

の
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

3
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
平

成
22
年
第
1
回
糸
満
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
上
原
裕
常

市
長
が
説
明
し
ま
し
た
平
成

22
年
度
施
政
方
針
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
市
政
運
営
の
基
本
方
針

いまちの実現」
をめざして

「夢の持てる住み続けた

平成22年度
施政方針 

2月24日落成式典が行われた、高嶺中学校
体育館。

美ら島沖縄総体で、糸満市はバドミントン競技の
主会場となっています。

優れた芸術作品が鑑賞で
きる糸満市文化祭

高齢者健康づくりセンター願寿館

要
旨

　
身
体
障
害
者
福
祉
で
は
、
施
設

へ
の
入
所
支
援
、
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
事
業
、
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
を
継
続
し
ま
す
。

　
知
的
障
害
者
福
祉
で
は
、
施
設

等
へ
の
入
所
支
援
、
住
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
の
心
身
障
が
い
者
の
社
会

的
自
立
促
進
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
精
神
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
就
労
支
援
事

業
等
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
障
害
児
福
祉
で
は
、
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
と
、
糸
満
市
障

害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、
日
常
生
活
・
社
会
生

活
を
支
援
す
る
態
勢
を
整
え
ま

す
。

　
低
所
得
者
福
祉
で
は
、
自
立
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
制
度
の

活
用
と
、
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措

置
事
業
及
び
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策

事
業
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　
児
童
福
祉
で
は
、
母
子
・
寡
婦

家
庭
の
自
立
の
支
援
を
し
、
児
童

扶
養
手
当
の
父
子
家
庭
へ
の
支

給
拡
充
及
び
４
月
か
ら
創
設
さ

れ
る
子
ど
も
手
当
て
の
周
知
を

図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
で
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
地
域
相
談
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、
支
援

体
制
を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
か
り
ゆ
し

健
康
ク
ラ
ブ
、
願
寿
館
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
で
は
、
介
護
給

付
費
の
抑
制
と
、
介
護
予
防
拠
点

施
設
等
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
国
・

県
の
動
行
を
注
視
し
て
制
度
等

の
見
直
し
に
対
応
し
ま
す
。

　
保
健
行
政
で
は
、
保
健
事
業
、

健
診
事
業
、
保
健
指
導
の
向
上
に

努
め
、
市
民
の
健
康
増
進
と
医

風
格
都
市
づ
く
り 

に
つ
い
て

安
心
都
市
づ
く
り

に
つ
い
て
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農
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
さ
と

う
き
び
で
は
、
共
同
利
用
組
織
の

活
用
に
よ
る
病
害
虫
防
除
や
優

良
種
苗
の
供
給
、
畑
地
か
ん
が
い

利
用
に
よ
る
株
出
し
体
系
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

 

園
芸
作
物
は
、
レ
タ
ス
、
ゴ
ー
ヤ

ー
、
ニ
ン
ジ
ン
、
小
ぎ
く
、
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
５
品
目
を

中
心
に
産
地
育
成
と
販
路
拡
大

に
努
め
、
糸
満
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成

に
つ
い
て
も
推
進
し
ま
す
。

　
高
生
産
性
農
業
用
機
械
施
設

を
整
備
し
、
マ
ン
ゴ
ー
の
品
質
向

上
と
出
荷
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　
畜
産
で
は
、
肉
用
牛
の
優
良
種

の
導
入
や
飼
養
管
理
技
術
の
向

上
に
よ
り
経
営
体
の
育
成
を
推

進
し
、
南
部
地
区
畜
産
担
い
手
総

合
整
備
事
業
に
よ
り
、
畜
舎
等
施

設
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。
養
豚

で
は
、
優
良
母
豚
の
育
成
及
び
飼

養
管
理
技
術
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
で
は
、

県
営
事
業
と
し
て
継
続
２
地
区
、

団
体
営
事
業
で
は
新
規
採
択
の

山
城
地
区
ほ
か
継
続
２
地
区
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
県
営
水

質
保
全
対
策
事
業
で
の
新
規
採

択
の
真
栄
平
地
区
と
継
続
1
地

区
の
事
業
を
推
進
し
、
冠
水
地
域

の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、
「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
」
の
本
市
へ
の

誘
致
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

浮
魚
礁
設
置
事
業
、
産
卵
礁
設
置

事
業
、
稚
魚
放
流
事
業
、
サ
メ
・

オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
や
水
質
維
持

改
善
事
業
等
を
推
進
し
ま
す
。

美
々
ビ
ー
チ
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
で
は
、
市
商

工
会
に
商
工
業
振
興
事
業
補
助

金
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
空
洞

化
が
進
む
中
心
市
街
地
で
の
活

性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
商
工
業
振
興
審
議
会
の
意
見

を
聞
き
、
商
工
業
の
活
性
に
必

要
な
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

雇
用
の
安
定
の
た
め
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
求
職
相
談

の
支
援
を
し
、
県
の
雇
用
再
生
特

別
事
業
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。

　
観
光
の
振
興
で
は
、
観
光
協
会

と
の
連
携
に
よ
り
滞
在
型
観
光

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
糸

満
観
光
農
園
の
経
営
改
善
に
努

め
ま
す
。
道
の
駅
い
と
ま
ん
と
連

携
し
て
、
本
市
の
特
産
物
の
展
示

即
売
や
情
報
発
信
を
進
め
ま
す
。

「
糸
満
ふ
る
さ
と
祭
り
」
「
１
３

０
万
県
民
　
平
和
の
光
」
事
業
に

つ
い
て
も
開
催
し
ま
す
。

　
広
報
紙
と
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
の
電
子
媒
体
を
活
用
し

て
市
政
運
営
情
報
を
提
供
し
、

市
民
協
働
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
で
は
、

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
準

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
行
政
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
フ
ェ

ス
タ
の
開
催
と
男
女
共
同
参
画

社
会
推
進
条
例
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
予
算
は
、
第
３
次

総
合
計
画
に
掲
げ
た
諸
施
策
の

実
現
と
財
政
健
全
化
に
配
慮
し

ま
し
た
。
歳
入
面
で
は
市
税
の
適

正
な
賦
課
・
徴
収
業
務
の
向
上

に
よ
る
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
職
員
数
の
縮
減

が
計
画
通
り
達
成
し
ま
す
が
、

他
の
事
業
で
も
効
果
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
本
市
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
ひ
か
り
の
ま
ち
、
み
ど
り
の
ま

ち
、
い
の
り
の
ま
ち
」
を
基
調

に
、
市
政
運
営
に
全
力
を
傾
注

す
る
所
存
で
あ
り
、
皆
様
の
叡

智
と
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
22
年
３
月
３
日

　
　
　
　
糸
満
市
長
　
上
原
裕
常

　
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
糸

満
南
地
区
で
の
住
宅
造
成
工
事

等
を
継
続
し
、
武
富
地
区
に
つ
い

て
は
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努

め
ま
す
。

　
街
路
事
業
で
は
、
川
尻
親
田
原

線
、
ガ
タ
原
線
の
整
備
を
実
施

し
、
一
部
開
通
し
た
国
道
３
３
１

号
糸
満
バ
イ
パ
ス
、
現
国
道
３
３

１
号
並
び
に
県
道
２
路
線
の
早

期
整
備
を
国
・
県
へ
要
請
し
ま

す
。
道
路
事
業
で
は
、
地
方
道
改

修
事
業
、
武
富
東
線
、
狭
間
線
、

仲
間
田
線
の
推
進
と
、
C
３
９
号

線
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
陸
上
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
で
は
、
モ
デ
ル
事
業
「
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
レ
ア
号
」
を
本
年
度
も

実
施
し
ま
す
。
路
線
バ
ス
等
の

交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
対
策
会
議
を
中
心
に
改
善

策
を
検
討
し
ま
す
。

　
水
道
施
設
整
備
で
は
、
漏
水
が

多
い
西
崎
６
丁
目
地
区
の
配
水

管
と
水
管
橋
の
更
新
を
す
る
と

と
も
に
、
経
営
の
安
定
化
に
努
め

ま
す
。

　
下
水
道
事
業
で
は
、
潮
平
地
域

内
等
の
面
整
備
や
、
糸
満
市
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
沈
砂
池
の
改
築
工

事
を
行
い
、
同
時
に
水
洗
化
率
の

向
上
に
も
努
め
ま
す
。

　
平
和
祈
念
公
園
や
各
戦
跡
地
に

お
い
て
、
保
全
と
平
和
体
験
学
習

を
進
め
ま
す
。
ま
た
平
和
週
間
行

事
で
は
全
国
に
平
和
の
尊
さ
を
発

信
し
、「
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち
」

に
ふ
さ
わ
し
い
平
和
行
政
を
推
進

し
ま
す
。

療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
高

騰
す
る
医
療
費
の
抑
制
と
、
国
保

税
収
納
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
対
策
で
は
、
妊
婦
一

般
健
康
診
査
の
公
費
負
担
や
、
育

児
支
援
訪
問
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
育
児
不
安
の
解
消
に
努
め

ま
す
。 

　
予
防
接
種
事
業
で
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
乳
幼
児
の
各
種
予

防
接
種
、
麻
疹
・
風
疹
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
継
続
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
で
は
、
年
金
機
構
と

連
携
し
て
年
金
制
度
の
周
知
と

相
談
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
消
防
及
び
救
急
行
政
で
は
、
救

急
救
命
士
の
増
員
及
び
認
定
救

急
救
命
士
を
養
成
し
ま
す
。
ま
た

各
種
防
災
組
織
を
充
実
し
て
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　
交
通
安
全
対
策
で
は
、
交
通
マ

ナ
ー
の
普
及
に
努
め
て
事
故
防

止
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

各
種
防
災
組
織
を
充
実
し
て

改
善
事
業
等
を
推
進
し
ま
す
。

美
々
ビ
ー
チ
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
ま
す
。

即
売
や
情
報
発
信
を
進
め
ま
す

「
糸
満
ふ
る
さ
と
祭
り
」
「
１
３ 助洞活に

、
見必す

。
ー談特

つ
い
て
も
開
催
し
ま
す
。

信
し

「
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち

に
ふ
さ
わ
し
い
平
和
行
政
を
推
進

し
ま
す
。

連示す
。

３ 会光糸努

発」」進

満
南

等
を

て
は

め
ま街

線
、

し
、

号
糸

１
号

期
整

す
。

修
事

仲
間

線
の陸

充
実

ゲ
ン

知
と

。、
救

定
救

ま
た

て
安

実
施
し
ま
す
。
路
線
バ
ス
等
の

さ
と

織
の

で
は
、
優
良
母
豚
の
育
成
及
び
飼

地
域

浄
化

築
工

率
の

　
環
境
保
全
・
美
化
の
推
進
で

は
、
市
民
意
識
の
高
陽
を
図
り
、

各
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
ク
リ

ー
ン
作
戦
や
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
不
法
投
棄
防
止
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
家
庭
系
ご
み
処
理
に
つ
い
て

は
、
分
別
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
と
、
自
治
会
や
関
係
者
の
協
力

に
よ
り
ご
み
減
量
を
進
め
ま
す
。

事
業
系
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

も
取
り
組
み
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
と
ハ
ブ
対
策
も

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　
葬
祭
施
設
の
整
備
で
は
「
南

部
広
域
圏
南
斎
場
（
仮
称
）
」

の
建
設
を
広
域
行
政
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

潤
い
都
市
づ
く
り 

に
つ
い
て

魅
力
都
市
づ
く
り

に
つ
い
て

活
力
都
市
づ
く
り 

に
つ
い
て

平
和
都
市
づ
く
り

に
つ
い
て

協
働
都
市
づ
く
り

に
つ
い
て

3月1日、 南部徳洲会病院と糸満市消防本部
は「ドクターカー」に関する協定を締結

毎月第２土曜日のボランティア清掃

ブーゲンビレア号

喜屋武地区で行われたにんじん収穫祭

毎年大盛況の南部豊かな海づくり大会

連日多くの人が訪れる道の駅いとまん

糸満観光農園で開催中の花フェスタ

風化させてはならない記憶を次世代へ。糸満
市平和祈念祭

男女共同参画社会について考えるＶＩ
ＶＯフェスタ

130万県民平和の光事業「いとま
んピースフルイルミネーション」



母子保健母子保健
事業事業

　
４
月
１
日
よ
り
平
成
22
年
度

の
「
糸
満
市
立
学
校
体
育
施
設

の
平
成
22
年
度
団
体
登
録
」
を

社
会
体
育
課
に
て
受
け
付
け
し

て
お
り
ま
す
。

　
市
内
の
小
中
学
校
の
体
育
館
・

運
動
場
を
定
期
的
に
使
用
す
る

場
合
に
は
こ
の
団
体
登
録
が
必

要
で
す
。
該
当
す
る
団
体
は
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
用
紙
は
社
会
体
育
課
に
備

え
つ
け
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
社
会
体
育
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
能
で
す
。

提
出
締
め
切
り
　
５
月
31
日（
月
）

　
17
時
15
分
ま
で

提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

　
社
会
体
育
課
　

　
　
８
４
０
・
８
１
６
４

糸
満
市
立
学
校
体
育
施

設
の
平
成
22
年
度
団
体

登
録
の
お
知
ら
せ

　
2
月
19
日
（
金
）、「
沖
縄
陸

上
競
技
協
会
設
立
60
周
年
記
念

式
典
」
で
、
沖
縄
県
の
陸
上
競
技

振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
本

市
か
ら
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

功
労
賞

　
伊
敷
勝
雄
（
糸
満
市
陸
上
競

　
技
協
会
副
会
長
）

　
比
嘉
譲
（
元
糸
満
市
陸
上
競

　
技
協
会
理
事
長
）

　
新
垣
偲
（
糸
満
市
陸
上
競
技

　
協
会
副
会
長
）

　
（
故
）
玉
城
勝
正
（
元
教
師
・

　
字
大
度
出
身
）

感
謝
状

　
西
崎
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
　

　
代
表
　
神
谷
良
昌

沖
縄
県
の
陸
上
競
技
振

興
に
貢
献
、
表
彰
さ
れ
る

 

3
月
14
日
、
第
24
回
糸
満
市

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
り
が
西
崎
総

合
体
育
館
と
兼
城
小
学
校
で
行

わ
れ
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
29
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
部

男
子
　
優
勝
　
豊
見
城
南
高
校
B

女
子
　
優
勝
　
糸
満
高
校
A

中
学
生
の
部

男
子
　
優
勝
　
兼
城
中
学
校

女
子
　
優
勝
　
兼
城
中
学
校

小
学
生
の
部

五
年
生
以
上
　
優
勝
　
米
須
ジ
ュ

　
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

五
年
生
以
下
　
優
勝
　
高
嶺
ク

　
ラ
ブ

優
秀
選
手
賞

高
校
男
子
の
部
　
下
松
八
重
毅

　
豊
見
城
南
高
校

第
24
回
糸
満
市
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
祭
り
結
果

高
校
女
子
の
部
　
金
城
美
加
子

　
糸
満
高
校

中
学
男
子
の
部
　
古
波
蔵
塊
　

　
兼
城
中
学
校

中
学
女
子
の
部
　
大
城
諒
子
　

　
兼
城
中
学
校

小
学
生
の
部
　
輿
那
城
紗
羅
　

　
米
須
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
ク
ラ
ブ

 

３
月
14
日（
日
）、
西
崎
運
動
公
園

多
目
的
広
場
で
糸
満
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。６
年
生
の
部
・
５

年
生
以
下
の
部
に
分
か
れ
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

六
年
生
の
部
　
優
勝
　
三
和
F
C

　
準
優
勝
　
光
洋
F
C

五
年
生
以
下
の
部
　
優
勝
　
西
崎

　
F
C
　
準
優
勝
　
光
洋
F
C

平
成
21
年
度
糸
満
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ

ー
交
流
大
会
結
果

　
2
月
18
日
、
糸
満
市
の
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
と
発
展
に
つ
い
て
語

る
「
糸
満
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
懇
談

会
」
が
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
年
間
を
通
じ
て
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
し
た
方
々

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰

者
は
次
の
通
り
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

　
新
垣
栄
蔵
、
長
嶺
實
、
新
垣
政
喜

優
秀
競
技
者
賞

　
与
那
嶺
太
一
、
山
城
聖
也
、
　

　
小
渡
沙
也
乃
、
高
嶺
清
香
、
高

　
原
東
、
伊
良
波
兼
人
、
伊
禮
祐
、

　
上
原
ち
さ
と
、
金
城
智
大
、
當

　
銘
孝
仁
、
大
城
ち
は
る

優
良
ス
ポ
ー
ツ
団
体
賞

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
、

　
サ
ッ
カ
ー
競
技

感
謝
状

　
伊
敷
和
志
、
玉
城
勲
、
平
田
徳
明

ス
ポ
ー
ツ
の
尽
力
者
を
表

彰
〜
平
成
22
年
糸
満
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
懇
談
会
〜 

　
平
成
21
年
度
沖
縄
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
表
彰
で
、兼
城
パ
イ
レ
ー

ツ
（
代
表
者
・
大
城
政
次
）
と
光

洋
マ
リ
ン
ズ
（
代
表
者
・
仲
門
秀

光
）
が
団
体
の
部
に
お
い
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
城
政
次
さ

ん
が
、
有
資
格
登
録
指
導
者
と
し

て
指
導
・
育
成
の
功
績
を
認
め

ら
れ
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

左）大城政次さん
右）仲門秀光さん

沖
縄
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
表
彰

１歳６ヶ月児健診

実 施 月 日

Ｈ22年 　　　4月15日（木）
5月6日（木）
5月27日（木）
6月17日（木）
7月1日（木）
7月22日（木）
8月12日（木）
9月2日（木）
9月30日（木）
10月14日（木）
11月4日（木）
11月25日（木）
12月16日（木）

Ｈ23年 　　　1月13日（木）
2月24日（木）
3月10日（木）

離乳食教室

実 施 月 日

H22年　  　　4月13日（火）
5月11日（火）
6月1日（火）
7月6日（火）
8月3日（火）
9月7日（火）
10月5日（火）
11月2日（火）
12月7日（火）

Ｈ23年　 　　1月18日（火）
2月1日（火）
3月1日（火）

受付時間　13時30分～14時30分

場所　糸満市役所　水道部２階

対象者　１歳７ヶ月～２歳未満

実習時間　13時30分～16時

場所　糸満市農村環境改善セン　

　　　ター（ＪＡいとまん２階）

対象者　生後４ヶ月児の保護者

※申し込み制度です。（定員15名）

受付時間　13時30分～14時30分

場所　糸満市役所　水道部２階

対象者　3歳3ヶ月～4歳未満

３歳児健診

実 施 月 日

Ｈ22年 　　　4月16日（金）
5月7日（金）
5月28日（金）
6月18日（金）
7月2日（金）
7月23日（金）
8月13日（金）
9月3日（金）
9月17日（金）
10月1日（金）
10月15日（金）
11月5日（金）
11月26日（金）
12月17日（金）

Ｈ23年　 　　1月14日（金）
2月25日（金）
3月11日（金）

実施時間　13時30分～15時30分

場所　子育て支援センターぬくぬく

対象者　生後2～5ヶ月児の保護者

赤ちゃん教室
実 施 月 日

Ｈ22年 　　　4月28日（水）
5月26日（水）
6月30日（水）
7月28日（水）
8月25日（水）
9月29日（水）
10月27日（水）
11月24日（水）
12月22日（水）

Ｈ23年 　　　1月26日（水）
2月23日（水）
3月23日（水）

受付時間（午前の部）

　　　　9時～10時30分

対象者　３ヶ月～５ヶ月児

受付時間（午後の部）

　　　　12時30分～14時

対象者　8ヶ月～10ヶ月児

場所　糸満市農村環境改善セン

　　　ター（ＪＡいとまん２階）

※１歳未満まで受けられます。

乳児一般健診
平成22年度　糸満市　

対
象
者
に
つ
い
て
は
、

個
人
通
知
い
た
し
ま
す
。

お問い合わせ　
健康推進課　　840-8126　

母子保健
事業

実 施 月 日

Ｈ22年 　　　4月25日（日）
6月27日（日）
8月8日（日）

10月10日（日）
12月12日（日）

Ｈ23年 　　　2月13日（日）

も
可

提
出

ペ
ー
ペ
ー

も
可

　
ま
　
ま

ペ え
つ

て
お
　
市市

運
動

場
合

要
で

れ
ず

登
録

ス ポ ー ツ イ ト マ ン

出17出社2
上
競

式
典

振
興

市
か

し
た

沖興
社
　 提

出
　
社 17
提
出

提
出7

ス ポ
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  9

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
始
動
！

真
壁
幼
稚
園
、
努

力
園
賞
受
賞
！

花
と
緑
で
歓
迎
し
ま
す
！
「
全
国
高
校

総
体
装
飾
花
木
引
渡
し
セ
レ
モ
ニ
ー
」

　
保
護
者
の
仕
事
と
育
児
を
支
援
す

る
「
糸
満
市
て
ぃ
〜
だ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の

開
所
式
が
3
月
1
日
、
西
崎
太
陽
児

童
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
「
お
ね

が
い
会
員
」
と
援
助
を
行
い
た
い

「
ま
か
せ
て
会
員
」
で
構
成
さ
れ
る

有
償
組
織
で
、
17
名
の
登
録
会
員
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
糸
満
市
て
ぃ
〜
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
随
時

「
お
ね
が
い
会
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
糸
満
市
西

崎

太

陽

児

童

セ

ン

タ

ー

内

　

9
9
2
・
4
2
2
8
ま
で
。

　
真
壁
幼
稚
園
が
2
0
0
9
年
度

「
ソ
ニ
ー
幼
児
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
、
全
国
30
都
道
府
県
1
0
0

園
の
中
か
ら
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
科
学
す
る

心
を
育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国

の
園
か
ら
幼
児
教
育
の
実
践
を
募
集
。

真
壁
幼
稚
園
は
、
カ
エ
ル
の
卵
か
ら

孵
化
ま
で
の
飼
育
、
園
児
一
人
一
人

が
担
当
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
野
菜
を
育

て
る
等
、
子
ど
も
自
身
が
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
主
体
的
に
展
開
し
た
取
り

組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
を
華
や
か
な

雰
囲
気
に

　
本
市
米
須
在
住
の
作
家
、
鶴
見
伸

さ
ん
（
61
）
よ
り
３
月
８
日
、
糸
満

市
議
会
事
務
局
に
絵
画
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

　
鶴
見
さ
ん
は
神
奈
川
県
川
崎
市
出

身
。
２
０
０
８
年
、
本
市
に
移
住
。

「
市
役
所
は
モ
ダ
ン
的
な
建
物
な
の

で
抽
象
的
な
作
品
が
合
う
と
思
い
ま

し
た
。
米
須
に
移
住
し
て
地
域
の
伝

統
文
化
や
行
事
、
人
々
に
ふ
れ
作
風

が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
。

　
寄
贈
さ
れ
た
作
品
は
、
糸
満
市
役

所
４
階
、
議
会
入
口
付
近
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

糸
満
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
役
立
て
て

　
3
月
1
日
、
株
式
会
社
エ
ナ
ジ
ッ

ク
（
大
城
博
成
代
表
取
締
役
）
か
ら

糸
満
市
へ
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
同
社
は
本
市
を
拠
点
に
硬
式
野

球
部
チ
ー
ム
を
結
成
。
平
成
21
年
度

か
ら
沖
縄
県
硬
式
野
球
連
盟
に
正
式

加
盟
し
、
平
日
の
午
前
中
は
西
崎
球

場
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
大
城
社
長
は
「
糸
満
市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
寄

付
金
を
贈
呈
。
上
原
市
長
は
「
寄
付

金
は
老
朽
化
し
た
施
設
整
備
な
ど
、

市
民
の
健
康
増
進
に
役
立
て
て
い
き

た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

西
中
生
徒
た
ち
が

車
イ
ス
を
贈
呈

　
3
月
5
日
、
糸
満
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
車
イ
ス
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
西
崎
中
学
校
（
嵩
原
克

之
校
長
）
は
、
昨
年
11
月
、
文
化
祭

で
全
校
生
徒
で
集
め
た
空
き
缶
等
で

リ
サ
イ
ク
ル
オ
ブ
ジ
ェ
を
制
作
。
使

用
し
た
空
き
缶
等
は
換
金
さ
れ
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
の
収
益
金
と
合
わ
せ
て
、

車
イ
ス
３
台
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
生
徒
を
代
表
し
て
稲
嶺

翔
太
君
（
3
年
）
が
「
ア
ル
ミ
缶
を

集
め
る
の
は
大
変
で
し
た
が
地
域
に

役
立
て
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す
」
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

新
・
伊
原
公
民
館

誕
生
！

　
3
月
23
日
「
宝
く
じ
助
成
金
事

業
」
で
新
し
く
伊
原
公
民
館
が
完
成

し
ま
し
た
。
同
助
成
事
業
は
、
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
同
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
新
し

い
交
流
の
場
、
地
域
行
事
の
中
心
の

場
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
自
治
会
長
の
玉
城
清
規
さ
ん
は

「
地
域
の
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
老
人

会
や
婦
人
会
、
子
ど
も
た
ち
に
も
利

用
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

快
挙
！
高
嶺
幼

稚
園
全
員
入
賞
＆

学
校
賞
受
賞
！

　
高
嶺
幼
稚
園
に
通
う
全
園
児
46
人

が
「
第
47
回
沖
縄
教
育
版
画
コ
ン

ク
ー
ル
（
琉
球
新
報
社
主
催
）
」
で

入
賞
、
ま
た
同
園
初
と
な
る
学
校
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
特
選
を
受
賞
し
た
上
原
希
梨
花
さ

ん
、
金
城
和
樹
君
、
満
名
未
希
さ
ん
、

玉
城
瑠
人
君
は
「
切
り
張
り
す
る
の

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
他
の
版
画
も

作
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
７
月
28
日
〜
８
月
２
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
体

（
糸
満
市
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
主

会
場
）。市
民
一
人
一
役
活
動
緑
化
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て「
全
国
高
校
総

体
装
飾
花
木（
苗
木
）引
渡
し
セ
レ
モ

ニ
ー
」が
3
月
19
日
、糸
満
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
会
場
や
練
習
会
場
等
の
小
・

中
・
高
校
、糸
満
市
女
性
連
合
会
、糸

満
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
装
飾
用
花
木
を
栽
培
管
理
し
、大

会
期
間
中
、全
国
か
ら
訪
れ
る
皆
さ

ん
を
沖
縄
ら
し
い
花
と
緑
で
歓
迎
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、学
校
関
係
者
な

ど
1
0
0
人
余
が
参
加
し
、各
団
体
へ

苗
木
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上/完成した伊原公民館
下/玉城清規自治会長（右）と
上原善孝建設委員長（左）

上/苗木の移植作業が行わ
れました
下左/930鉢の苗木が、各学
校や団体に引き渡されまし
た
下右/栽培管理者を代表し
て糸満高校の赤澤誠也君
が「大会を盛り上げたい」と
力強くあいさつ
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ト ピ ク ス い と ま んッ



　県内無敵の沖水男子バドミントン部。昨
年の県総体、新人大会では団体、単、複を
制し３冠を達成。団体に関しては3年連続
優勝の強豪校。部員数は10人。新年度に入
って学年も変わり、主将の金城智大（3年）、
新垣秀治（2年）、棚原元希（3年）のトップ３
選手を中心に、美ら島総体に挑みます。
　赤嶺靖監督（37）は「沖水は最初から強
いチームではなかったんですよ。強い先輩
がいて、その先輩を乗り越えようと競争力
が生まれて、選手は力をつけてきました。今
の強さは先輩たちからの積み重ねなんで
す」と話します。
　県外と戦えるチームにするために体力づ
くりから始めたという沖水。「ジュニアからし
っかりやっている選手が多かったので、もと
もと技術は高い。高校ではしっかり体づくり
から始めました。ジュニアで培った技術にス
ピード、パワー、スタミナが加わると県外選
手と十分戦えます」。
　県外への派遣大会参加後も強豪校を巡
り練習を積むなど、全国トップレベルの選
手と戦うことで沖水は着実に力をつけてき
ました。今ではトップ３の選手に加え大屋
勝（３年）、中村宏人（２年）、瑞慶山裕太

（2年）といった周りの選手も力をつけ、県外
と十分戦えるチームに成長。
　美ら島総体に向け「４月から実戦に近い
練習を増やして、まずは６月の県総体をし
っかり勝ちぬきたい。それから、美ら島総体
に向け、県外遠征をこなしながらスピード、
ゲーム勘をつけていきたい」と赤嶺監督。
　金城主将は「沖水は前向きで明るいチー
ム。伝統校としての誇りを先輩たちから受
け継いで、お互い仲間を信じてここまでき
ました。個々の持ち味を生かせば県外チー
ムと戦えます。美ら島総体では糸満市がバ
ドミントン競技の主会場。一人でも多くの
人が応援に来てくれると嬉しいです。応援
は力になります。全国ベスト８以上の成績
を狙っていきたい」と表情を引き締めます。
　美ら島総体、バドミントン競技は本市の
西崎総合体育館を主会場に7月28日から
開催。この夏、沖水旋風が巻き起こります。
　
　

赤嶺靖監督（37）
「美ら島総体バドミントン競技
は地元、糸満市開催。この日の
ためにチームづくりをしてき
ました。皆さんの期待に応え
られるよう頑張ります。応援よ
ろしくお願いします」。

２月、３月は筋トレが中心 / 沖水トップ３の新垣秀治、棚原元希、金城智大主将（左から） /  県外遠征等で着実に力をつけてきている沖水

十人十色。スピード、パワー、テ
クニックで美ら島総体、沖水旋風
を巻き起こす
沖縄水産高校男子バドミントン部

赤嶺靖監督、金城智大主将、部員10人

11 10

美 ら 島 総 体 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

美ら島沖縄総体まであと１１４日 （４月５日現在）
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く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報

お
知
ら
せ

自
衛
官
募
集
案
内

■ 

幹
部
候
補
生
〔
一
般
・
技
術
〕

応
募
資
格
　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の

　
者
（
22
歳
未
満
は
大
卒
※
見
込
含
）

試
験
日
　
5
月
15
日
（
土
）
･
16
日

（
日
）
※
16
日
は
飛
行
要
員
の
み

〔
歯
科
･
薬
剤
〕

応
募
資
格
　
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

　
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者
（
薬
剤

　
は
20
歳
以
上
26
歳
未
満
･
薬
学
修

　
士
学
位
取
得
者
は
、
28
歳
未
満
）

試 

験 

日
　
5
月
15
日
（
土
）

■ 

医
科
･
歯
科
幹
部

応
募
資
格
　
医
師
･
歯
科
医
師
の
免

　
許
取
得
者

試
験
日
　
5
月
21
日
（
金
）

■ 

一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　
者
（
23
年
高
卒
見
込
除
く
）

試
験
日
　
5
月
22
日
（
土
）

受
付
期
間
　
4
月
1
日
〜
5
月
10
日

問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
沖
縄
地
方

　
協
力
本
部
　
島
尻
分
室

　
　
9
9
2
・
4
1
4
1

　
浮
桟
橋
及
び
駐
艇
場
料
金
を
大
幅

に
改
定
い
た
し
ま
し
た
。
プ
レ
ジ
ャ

ー
ボ
ー
ト
等
船
主
の
皆
様
の
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
糸
満
市
海
人
課
　
　

　
　
8
4
0
・
8
2
4
7

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
　

　
　
8
4
0
・
3
4
5
9

「住宅用火災警報器」を
早期に設置しましょう。

糸
満
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
料
金

改
定

海
人
課
　
8
4
0
・
8
2
4
7

感
謝
デ
ー
　

　
４
月
23
日
〜
５
月
５
日
の
期
間
　

　
お
陰
様
で
糸
満
観
光
農
園
が
４
月

23
日
、
開
園
５
周
年
に
な
り
ま
す
。

ワ
イ
ン
館
で
は
ア
セ
ロ
ラ
・
パ
ッ
シ

ョ
ン
感
謝
デ
ー
と
し
て
、
ワ
イ
ン
・

ジ
ャ
ム
・
ジ
ュ
ー
ス
が
15
％
割
引
に

な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
園
を
ス
タ
ッ
フ
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
皆
さ
ん
か
ら 

の
出
生
・
死
亡
・

死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
各
届
書
を

も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど

を
調
べ
る
も
の
で
す
。
調
査
方
法
は
、

各
届
出
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
届
出
を
す
る
市
区
町
村
役

場
の
窓
口
に
「
出
生
・
死
亡
・
死

産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る

方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業
例
示

表
）
」
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
の
上
、
記
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

調
査
機
関
　
４
月
１
日
か
ら
平
成
23

　
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

糸
満
観
光
農
園
　
開
園
５
周
年

感
謝
祭

糸
満
観
光
農
園
　
9
9
７
・
2
7
９
３

出
産
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離

婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い

市
民
課
　
８
４
０
・
８
１
２
５

試
験
日
　
6
月
6
日
（
日
）

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第
1

　
類
〜
第
6
類
）
、
丙
種

試
験
願
書
受
付
期
間
　
4
月
19
日
　

　
〜
4
月
26
日

受
験
案
内
書
配
布
先
　
各
消
防
本
部
、

　
沖
縄
県
宮
古
事
務
所
総
務
課
、
消

　
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
　
（
財
）
消
防
試
験
研

　
究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

　
　
９
４
１
・
５
２
０
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
つ
い
て

　
４
月
か
ら
粗
大
ご
み
の
申
し
込
み

先
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
申
し
込
み
先

（
有
）
富
士
盛
産
業
　

　
　
９
９
４
・
７
９
７
９

粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
先
が
変

わ
り
ま
す
　

生
活
環
境
課
　
8
4
0
・
8
１
２
４

　
５
月
５
日
（
水
）
の
ご
み
収
集
は

お
休
み
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
こ
ど
も
の
日
」
の
ご
み
収
集

は
お
休
み
で
す

生
活
環
境
課
　
8
4
0
・
8
１
２
４

　
平
成
22
年
４
月
１
日
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
保
険
税
徴
収
業
務
を
よ
り

円
滑
に
進
め
る
た
め
、
保
険
税
徴
収

嘱
託
員
の
名
称
を
保
険
税
納
税
相
談

員
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

保
険
税
徴
収
嘱
託
員
の
名
称
が
保

険
税
納
税
相
談
員
に
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
課
　
８
４
０
・
８
１
２
７

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成
23
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
が
月
額

１
５
、
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
免

除
申
請
を
し
た
場
合
の
保
険
料
は
、

４
分
の
３
免
除
３
、
７
８
０
円
、
半

額
免
除
７
、
５
５
０
円
、
４
分
の
１

免
除
１
１
、
３
３
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌
月
末
日
ま

で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

時
効
に
つ
い
て

　
納
付
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
料
で
も
、

納
付
期
限
か
ら
２
年
以
内
で
あ
れ
ば

未
納
保
険
料
と
し
て
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
２
年
を
１
日
で
も
過
ぎ

た
場
合
は
、
時
効
に
よ
り
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
（
全

額
、
納
付
猶
予
、
学
特
が
承
認
さ
れ

た
方
、
又
は
一
部
免
除
を
納
付
し
た

方
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
）
。

問
い
合
わ
せ
　
那
覇
年
金
事
務
所

　
　
８
５
５
・
１
１
２
２

国
民
年
金
保
険
料
が
改
正
さ
れ

ま
す

市
民
課
　
８
４
０
・
８
１
２
５

　
平
成
21
年
10
月
１
日
よ
り
、
出
産

の
退
院
時
等
、
妊
婦
等
が
多
額
の
現

金
を
用
意
す
る
必
要
が
な
い
よ
う
、

出
産
費
用
の
直
接
支
払
制
度
が
開
始

し
ま
し
た
の
で
、
再
度
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
直
接
支
払
制
度
を
希
望
す
る
者
は
、

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
が
出
産

費
用
よ
り
多
い
場
合
に
限
り
差
額
分

を
国
民
健
康
保
険
課
窓
口
に
申
請
し
、

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
出
産
を
行
う
病
院
等

と
合
意
文
書
を
取
り
交
わ
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
希
望
し
な
い
場
合
、
従
来

と
同
じ
で
病
院
等
で
出
産
費
用
を
支

払
っ
た
後
、
国
民
健
康
保
険
課
窓
口

に
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
申
請

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

出
産
費
用
の
直
接
支
払
制
度
に

伴
う
出
産
育
児
一
時
金
の
差
額

申
請
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
課
　
８
４
０
・
８
１
２
７

 

本
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学

困
難
な
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対
し

て
、
就
学
援
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
援
助
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、

生
活
保
護
受
給
世
帯
の
「
要
保
護
世

帯
者
」
と
、
こ
れ
に
準
ず
る
程
度
に

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
市
教
育
委

員
会
が
認
定
し
た
世
帯
の
「
準
要
保

護
世
帯
者
」
で
す
。

 

継
続
分
の
申
請
に
つ
い
て
は
す
で

に
終
了
し
ま
し
た
。

 

今
回
は
平
成
22
年
4
月
か
ら
初
め

て
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
、
平
成
21

年
度
認
定
さ
れ
て
い
た
世
帯
で
、
小

学
校
の
新
一
年
生
の
い
る
世
帯
、
一

番
年
下
の
子
が
中
学
校
の
新
一
年
生

の
世
帯
の
保
護
者
の
方
（
新
規
分
）

の
申
請
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

担
任
と
相
談
し
学
校
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間 

4
月
12
日
〜
5
月
7
日

（
新
規
分
）
期
限
厳
守

申
請
先 

　
就
学
先
各
小
中
学
校
の
担

　
任
ま
た
は
学
校
事
務
室
ま
で

就
学
援
助
申
請
に
つ
い
て

学
校
教
育
課
　
８
４
０
･
８
１
６
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
　
８
４
０
・
８
１
２
４

日
時
　
４
月
10
日
（
土
）

集
合
時
間
　
９
時
、
北
名
城
海
岸
公

　
衆
ト
イ
レ
前
に
集
合

清
掃
場
所
　
北
名
城
海
岸

問
い
合
わ
せ
　
農
政
課
　

　
　
８
４
０
・
８
１
３
４

日
時
　
５
月
８
日
（
土
）

集
合
時
間
　
９
時
、
西
崎
運
動
公
園

　
西
側
駐
車
場

清
掃
場
所
　
西
崎
工
業
団
地
内

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
　

　
　
８
４
０
・
８
１
４
１

※
道
具
は
市
が
準
備
し
ま
す
。

パソコンの処理方
法が変わります

PCリサイクルマークがついていますか？

はい
いいえ

 家庭用パソコンは、今まで市が

収集していましたが平成22年度

から「ＰＣリサイクルマーク」がついている家庭

用パソコンは、各メーカーに回収を依頼してくだ

さい。資源の有効活用のためにご協力よろしくお

願いします。

メーカーから「エコゆうパ
ック伝票」を、送付してもら
う。パソコンを段ボールなど
に入れ、伝票を貼りつけ、郵
便局に持って行く。戸別集荷
を希望する方は伝票に記載
されている郵便局へお問い
合わせください。

市役所へお問
い合わせくだ
さい。
生活環境課　
　　840-8124

糸満市の火災・救急

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

ラジオ広報 FMたまん

糸満市の人口

平成22年2月末日現在

（　　）内は平成22年累計

世帯数

男

女

総人口

外国人登録者

21,878（+22）

29,434（+23）

29,123（-13）

58,557（+10）

169（0）
平成22年2月末現在

平成18年10月1日現在

①7時45分～7時50分
②12時55分～13時
③17時55分～18時
④12時55分～13時

月～金

土・日

糸満市役所だより

ラジオ回覧板
毎週月～金 12時～12時50分

お知らせ

募集

健康

子育て

相談　

P12

P14

P15

P17

P18

総面積　46.63km2

災害種別

2月の火災

2月の救急

件　数

2（2）

186（394）

前年比

-2

+37
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平
成
22
年
度
健
康
診

査
に
つ
い
て

　
平
成
22
年
度
健
康
診
査
に
つ

い
て
は
、
今
月
号
広
報
紙
の
折

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
に
つ
い
て

　
平
成
21
年
度
ま
で
使
用
し
て

い
た
マ
ウ
ス
脳
に
よ
る
製
法
の

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
（
旧
型
）

に
つ
い
て
は
、
使
用
期
限
が
到

来
し
た
た
め
、
平
成
22
年
度
か

ら
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
平
成
21
年
６
月
に

承
認
さ
れ
た
「
乾
燥
細
胞
培
養

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
」
が
使
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

安
全
性
の
確
認
等
の
必
要
性
か

ら
、
現
時
点
で
は
積
極
的
に
勧

奨
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な

い
た
め
対
象
者
へ
の
通
知
等
の

積
極
的
勧
奨
は
ま
だ
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
接
種
を
希

望
す
る
保
護
者
の
方
は
、
21
年
度

同
様
、
指
定
病
院
で
の
個
別
接
種

と
な
り
ま
す
の
で
健
康
推
進
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
現
時
点
で
の
日
本
脳
炎
対
象
者

　
３
才
〜
７
歳
半
未
満
の
児
童

で
、
旧
型
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
い
な
い
児
童

■
注
意
事
項
　

　
１
期
初
回
に
、
従
来
の
旧
型

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
お
子
さ

ん
が
１
期
追
加
の
接
種
を
す
る

場
合
や
１
期
に
お
い
て
旧
型
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
お
子
さ

ん
が
、
第
２
期
の
予
防
接
種
を

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
、

国
が
有
効
性
、
安
全
性
等
に
関

す
る
知
見
の
集
積
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果

が
ま
と
ま
り
次
第
、
接
種
の
機

会
を
逃
し
た
児
へ
の
対
応
等
も

含
め
て
今
後
の
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

今
夏
ま
で
に
明
確
に
す
る
方
向

で
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
予
防

接
種
の
在
り
方
が
示
さ
れ
次
第
、

広
報
紙
等
で
周
知
し
ま
す
の
で

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

（
集
団
）
に
つ
い
て

日
時
　
4
月
13
日
（
火
）

場
所
　
糸
満
市
農
村
環
境
改
善

　
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
14
時
〜
15
時
30
分

接
種
対
象
者
　
生
後
３
ヶ
月
〜

　
６
ヶ
月
未
満

接
種
料
金
　
無
料

※
平
成
22
年
4
月
か
ら
接
種
対

　
象
年
齢
が
変
更
に
な
り
ま
す

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
は
必
ず
持
っ
て
行

　
き
ま
し
ょ
う
。
受
付
時
間
に

　
遅
れ
る
と
接
種
で
き
ま
せ
ん

　
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
（
時
間
厳
守
）

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し

ん
）
ワ
ク
チ
ン
の
早

期
接
種
に
つ
い
て

　
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
Ｍ
Ｒ

の
3
期
（
中
学
1
年
生
）
、
4

期
（
高
校
3
年
生
）
の
予
防
接

種
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象

者
は
、
無
料
で
接
種
で
き
ま
す

の
で
、
指
定
病
院
に
確
認
し
て

か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
度
は
、
７
月
28
日

か
ら
沖
縄
県
で
高
校
総
体
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
は
し
か

が
流
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
高
校
総
体
事
務
局
に

お
い
て
も
早
め
の
予
防
接
種
を

呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
４
期
の
対

象
者
で
あ
る
高
校
３
年
生
は
、

６
月
30
日
ま
で
に
接
種
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
１
期
、
２
期
の
対
象

者
も
な
る
べ
く
早
く
接
種
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
教
室
の
お

知
ら
せ

　
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

か
。
育
児
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や

楽
し
さ
を
他
の
お
母
さ
ん
や
保
健

師
と
一
緒
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ど
う
ぞ
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
４
月
28
日
（
水
）
13
時
30

　
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぬ

　
く
ぬ
く
（
座
波
保
育
所
隣
）

対
象
　
生
後
２
〜
5
ヶ
月
児
の
親

　
子

内
容
　
体
重
測
定
・
育
児
相
談

　
・
予
防
接
種
相
談
な
ど

※
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

に
つ
い
て

　
精
神
保
健
福
祉
士
・
保
健
師
に

よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
事
前
に

電
話
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
21
日
（
木
）
・
５
月

　
19
日
（
木
）
９
時
〜
11
時

健康推進課からのお知らせ ■お問い合わせ　

健康推進課　 　840-8126

　
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
の
申
請

に
対
す
る
振
込
日
は
、
各
事
業
と
も

に
申
請
し
た
月
の
翌
月
の
20
日
と
な

り
ま
す
。
※
但
し
、
20
日
が
土
・

日
・
祝
祭
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日

が
振
込
日
と
な
り
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
・
母
子
父

子
家
庭
等

児
童
家
庭
課
　
8
4
0
・
8
1
3
1

業
務
内
容
　
0
歳
〜
18
歳
ま
で
の
お

　
子
さ
ん
に
つ
い
て
、
日
頃
悩
ん
で

　
い
る
事
、
育
児
問
題
や
教
育
に
関

　
す
る
問
題
、
そ
の
他
、
お
子
さ
ん

　
に
つ
い
て
の
相
談
指
導
業
務
。

募
集
人
数
　
1
名

資
格
　
①
糸
満
市
に
在
住
す
る
方
　

　
②
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
　

　
③
児
童
・
家
庭
相
談
及
び
社
会
福

　
祉
に
関
す
る
業
務
を
５
年
以
上
経

　
験
し
た
者
。

待
遇
　
月
額
9
2
、
5
0
0
円
（
週

　
3
日
勤
務
）

勤
務
時
間
　
8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

申
込
方
法
　
4
月
8
日
〜
4
月
14
日

　
ま
で
に
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

　
へ
履
歴
書
を
提
出

家
庭
児
童
相
談
嘱
託
員
募
集

児
童
家
庭
課
　
8
4
0
・
8
1
3
1

募
集
人
員
　
１
名

業
務
内
容
　
用
地
嘱
託
登
記
書
類
の

　
作
成
及
び
申
請
・
用
地
交
渉
・
工

　
事
積
算
等

応
募
資
格
　
エ
ク
セ
ル
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
等

　
の
Ｐ
Ｃ
取
り
扱
い
の
出
来
る
方
　

報
酬
　
月
額
1
7
1
、
0
0
0
円
　

勤
務
時
間
　
月
〜
金
　
９
時
〜
16
時

応
募
方
法
　
履
歴
書
・
健
康
診
断
書

　
を
提
出

応
募
期
間
　
４
月
８
日
〜
４
月
19
日

選
考
方
法
　
書
類
審
査
後
、
面
接
に

　
て
決
定

用
地
補
償
業
務
嘱
託
員
募
集

都
市
計
画
課
　
８
４
０
・
８
１
４
１

　
平
成
21
年
度
の
施
行
期
間
を
経
て
、

平
成
22
年
４
月
１
日
よ
り
開
館
時
間

を
一
部
改
正
し
、
次
の
通
り
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
火
曜
日
〜
日
曜
日
　
10
時
〜
19
時

糸
満
市
立
中
央
図
書
館
開
館
時

間
変
更
の
お
知
ら
せ

中
央
図
書
館
　
９
９
５
・
３
７
４
６

　
平
成
６
年
度
に
、
宅
地
の
評
価
基

準
を
全
国
一
律
に
地
価
公
示
価
格
等

の
７
割
を
目
途
と
す
る
評
価
替
え
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
糸
満
市
を
含
む
多
く
の

市
町
村
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
は
か

な
り
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
た
め
、

課
税
標
準
額
（
税
金
の
基
と
な
る
価

格
）
を
い
き
な
り
評
価
額
に
近
づ
け

る
と
、
土
地
の
税
金
が
急
増
し
、
納

税
者
の
皆
様
に
大
き
な
負
担
と
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
評
価
替
え
に
よ
っ

て
税
負
担
が
急
増
し
な
い
よ
う
、
課

税
標
準
額
が
評
価
額
の
７
割
に
達
し

て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
７
割

に
達
す
る
ま
で
の
間
、
毎
年
課
税
標

準
額
を
な
だ
ら
か
に
（
評
価
額
の
約

５
％
ず
つ
）
上
昇
さ
せ
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
土
地
の
価
格
が
下
が

っ
て
も
税
金
は
上
が
る
と
い
う
場
合

も
生
じ
て
い
ま
す
。

土
地
の
税
金
は
毎
年
上
が
る
？

税
務
課
　
８
４
０
・
８
１
２
８

子
育
て

４
月
の
育
児
講
座

①
手
作
り
お
も
ち
ゃ
作
り
・
４
月
13
日

②
手
作
り
お
や
つ
・
４
月
21
日
③
笑
い

で
元
気
に
楽
し
く
。
笑
っ
て
元
気
に
な

る
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
を
教
え
て
も
ら
い

ま
す
・
４
月
28
日
※
毎
週
水
曜
日
の

午
前
中
。
育
児
講
座
の
電
話
予
約
は

７
日
前
か
ら
で
す
。

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
10
時
〜
12
時
）
　

米
須
公
民
館
　
第
１
・
３
火
曜
日

大
川
公
民
館
　
第
２
・
４
火
曜
日

潮
平
県
営
高
層
住
宅
集
会
所

　
毎
週
木
曜
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
ぬ
く

８
５
２
・
３
６
３
３

■うーまくー乳幼児ク
ラブ募集　 992-4228
子育て中のお母さん、皆で楽し

く活動しましょう。

対象：０歳～５歳の親子（市内

在住）参加費：年間費1,500円

内容：親子で運動あそび・季節

の行事・お誕生会など。日時：

毎週木曜日10時30分～12時

（第２を除く・夏休み冬休み春

休みを除く）場所：西崎太陽児

童センター集会室

募
集

①
主
任
介
護
支
援
専
門
員
嘱
託
員

資
格
　
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
資

　
格
を
有
す
る
者

報
酬
　
月
額
20
万
円
社
会
保
険
完
備

募
集
人
員
　
1
名

勤
務
時
間
　
月
〜
金
　
9
時
〜
16
時

業
務
内
容
　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ

　
メ
ン
ト
業
務
等

応
募
方
法
　
4
月
19
日
ま
で
に
履
歴

　
書
に
資
格
免
状
を
添
え
て
提
出

②
保
健
師
等
嘱
託
員

資
格
　
保
健
師
又
は
看
護
師
の
資
格

　
を
有
す
る
者

報
酬
　
月
額
20
万
円
社
会
保
険
完
備

募
集
人
員
　
若
干
名

勤
務
時
間
　
月
〜
金
　
9
時
〜
16
時

業
務
内
容
　
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ

　
メ
ン
ト
業
務
等

応
募
方
法
　
4
月
19
日
ま
で
に
履
歴

　
書
に
資
格
免
状
を
添
え
て
提
出

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
嘱
託
員
募
集

地
域
包
括
支
援
課
　
8
4
0
・
8
1
1
4

豊見城・名嘉地インターチェン

ジに新しい出入口が開通します
平成22年
4月12日開通
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戦没者等のご遺族の皆様へ

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
て

国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を

表
す
た
め
、
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
第
九
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
　
公
務
扶
助
料
や

　
遺
族
年
金
等
を
受
け
て
い
た

　
方
（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
等
）

　
が
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
21
年
３
月
31
日
の
間
に

　
亡
く
な
る
な
ど
し
た
こ
と
に

　
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１
日
に

　
お
い
て
前
記
年
金
給
付
の
受

　
給
権
者
が
い
な
い
場
合
、
次
の

　
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に

　
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
の
順
位
　
戦
没
者
等
の
死

　
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
次
に
該

　
当
す
る
方
。

１
　
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で

　
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

　
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

　
給
権
を
取
得
し
た
方

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫

　
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
戦

　
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

　
て
い
た
方
の
う
ち
平
成
21
年

　
４
月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
し

　
て
い
た
と
し
て
も
氏
が
変
わ

　
っ
て
い
な
い
方
又
は
同
日
に

　
お
い
て
遺
族
以
外
の
方
と
養

　
子
縁
組
し
て
い
な
い
方
に
限

　
り
ま
す
）
。

４
　
上
記
３
以
外
の
戦
没
者
等

　
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

　
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
と
生
計

　
関
係
を
有
し
て
い
な
い
方
や

　
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
た
が
上
記
３
に
該
当

　
し
な
い
方
）
。

５
　
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
戦

　
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

　
（
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き

　
続
く
１
年
以
上
の
生
計
関
係

　
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

　
す
）
。

支
給
内
容
　
額
面
24
万
円
、
６

　
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間
　
平
成
21
年
４
月
１

　
日
か
ら
平
成
24
年
４
月
２
日

　
ま
で
（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る

　
と
時
効
に
よ
り
権
利
が
消
滅

　
し
ま
す
）
。

請
求
手
続
き
の
窓
口

　
社
会
福
祉
課
　
11
番
窓
口

子ども手当について

　平成22年4月より、これまでの「児童手当制度」に代わり、新たに「子ども手当制度」が始まりま

す。平成22年6月支給の子ども手当を受給する為には平成22年5月20日までに申請手続きを終える必

要があります。詳しくは個別通知をご覧になるか、市児童家庭課までお問い合わせください。子ども

手当は養育者からの申請がないと支給されませんので、期限内に手続きをするようお願いします。

■お問い合わせ  　児童家庭課　　840-8131 ■お問い合わせ　社会福祉課　　840-8130

平
和
祈
念
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚

式
参
加
者
募
集

　
太
平
洋
戦
争
の
戦
没
者
を
慰
霊
し
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
「
平
和
祈
念
こ
い

の
ぼ
り
」
を
掲
揚
し
ま
す
。
各
県
慰
霊
塔

で
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
て
く
れ
る
子

ど
も
た
ち
を
募
集
し
ま
す
。

期
日
　
４
月
29
日
（
木
）
昭
和
の
日

場
所
（
時
間
）
糸
満
市
摩
文
仁
平
和
祈

　
念
公
園
（
午
前
10
時
）
、
米
須
・
真
栄

　
里
の
慰
霊
塔
（
午
前
11
時
）

※
平
和
祈
念
公
園
を
こ
い
の
ぼ
り
で
飾

　
る
た
め
家
庭
や
学
校
、
保
育
所
等
で 

　
作
っ
た
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
こ
い

　
の
ぼ
り
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

締
切
　
４
月
23
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
　
沖
縄
県
平
和
祈
念
財
団

　
　
9
9
7
・
2
7
6
7

平成22年度狂犬病予防注射実施のお知らせ

狂犬病予防法において、生後91日以上の犬は年１

回の予防注射と生涯１回の登録が義務づけられてい

ます。

　糸満市では、左記の日程で予防注射及び登録手続

きを行いますのでお知らせします。

※注意    
①犬に異常がある時（病気・妊娠・幼児犬等）は、実施前に

　申し出てください。

②犬の体を清潔にし首輪にクサリ等をつけ

　犬を扱える人が連れて来てください。

③犬のふんを始末するために新聞紙、

　ビニール袋等を用意してください。

④手数料は、釣銭の無いようにお願い

　します。

※飼い犬の移動（住所の変更・死亡等）

　がありましたらご連絡ください。

■お問い合わせ　生活環境課　　840-8124

　１．平成7年4月2日生～平成9年4月1日生（新中学

　　2年生･3年生）の児童を養育している父・母、ま

　　たは児童の父･母に代わって生活面等で児童を養

　　育している方。

　２．児童手当を所得制限により受給していない方。

　３．児童手当を受給できるが、書類不備等により現

　　在受給していない方。

　※申請が必要な方については、市役所から４月に申

　　請書類を送付しています。

　※児童と別居をしている場合等、申請書類が届かな

　　い事もあります。該当すると思われるが、案内通

　　知が届いていない方は、お手数ですが児童家庭

　　課までご連絡お願いします。

　※注意　

　　平成22年4月1日時点糸満市在住で、0歳児～新中

　学1年生のみの児童手当を受給している方について

　は、子ども手当の手続きは必要ありません。引き続

　き子ども手当に移行することになります（0歳児～

　新中学1年生の児童手当を受給している方で、上記1.

　平成7年4月2日生～平成9年4月1日生の児童も養育

　している場合、その児童について子ども手当の申請

　手続きが必要となります）。

　中学校修了前（15歳到達後最初の年度末）までの児童

■子ども手当を受給する為に申請が必要な方

■支給対象児童

　設けていません■所得制限

①申請書が届きましたら、ご案内の内容をご確

　認ください。

②申請書に児童を養育している父・母、または

　児童の父・母に代わって生活面等で児童を養

　育している方の氏名・住所・連絡先等、案内

　内容を参照の上必要事項を記入し押印してく

　ださい。

③申請に必要な添付資料を同封の上、返信用封

　筒にて返送もしくは市受付窓口に提出してく

　ださい。

■申請方法

受付期間

　平成22年4月1日（木）～平成22年9月30日　

　（木）まで　※期限厳守

郵送での申請

　平成22年9月30日までの消印有効

窓口での申請・受付場所　

　９時～11時30分・13時30分～16時30分　

　市役所2Ｆ市民ギャラリー（4月19日～4月27

　日　※24(土)・25(日)も受付しています。

　市役所児童家庭課（4月1日～9月30日までで

　上記市民ギャラリーでの受付期間以外）

　※土･日、祝日･慰霊の日は除きます。

■申請受付期間・時間・場所

　支給対象児童１人につき１万３千円（月額）

■支給額

　平成22年6月･10月、平成23年2月･6月

■支給月

　所属庁（勤務先）にて手続きを行ってください。

■公務員について

　平成22年3月分（H22・6月支給）まで該当、4月分

　からは子ども手当として支給となります。
　（例）平成22年1月時点児童手当受給者で平成22年5月まで受給

　　資格のある方

2月分
(児童手当）
5千円か1万円

児童手当2月･3月分(1万円～2万円)
子ども手当4月･5月分(2万6千円)

　計3万6千円～4万6千円が支給されます。

3月分
(児童手当)
5千円か1万円

4月分
(子ども手当)
1万3千円

5月分
(子ども手当)
1万3千円

■児童手当について

■子ども手当申請の流れ

申請書類は４月に該当者へ発送してい
ます。　

提出された申請書類を確認し、支給を
決定します。
　5月20日までに子ども手当申請手続きを終
えた方は平成22年6月支給が受けられます。

※6月支給に間に合わなかった方でも平成22
　年9月30日までに手続きを終える事で、原
　則として4月分から遡って手当を受給する
　事ができます。

平成22年4月1日（木）～9月30日（木）

6月支給分は

支給決定

申請受付

書類送付

真栄里公民館

喜屋武コミニティーセンター

米須公民館

さつきの城集会所

照屋公民館

与座区民館

大里公民館

真壁公民館

座波公民館

武富ハイツ集会所

パークタウン阿波根集会所

兼城ハイツ集会所

西崎近隣公園

糸満市役所

4月16日

(金)

実施月日 場 所 受付時間

4月17日

(土)

4月18日
(日)

4月25日
(日)

手数料の種類

登録の済んだ犬

今回登録する犬

登録したが鑑札をなくした場合

注射代

3,000円

3,000円

3,000円

登録代

　

3,000円

　　　　

鑑札代

　　　　

　

1,600円

合　計

3,000円

6,000円

4,600円

09時30分～10時30分

10時45分～12時00分

13時30分～14時30分

14時45分～16時00分

09時30分～10時30分

10時45分～12時00分

13時30分～14時30分

14時45分～16時00分

09時30分～10時30分

10時45分～12時00分

13時30分～14時30分

14時45分～16時00分

09時30分～12時00分

13時30分～16時00分

09時30分～12時00分

13時30分～16時00分

予

防

注

射

の

日

程

手
数
料

広報いとまんでは、広報紙に掲載
する有料広告を募集します。掲載
料金は広告サイズによって異な
ります。詳細はお問い合わせく
ださい。　

広 報 紙 ・ 広 報 い と ま ん

有 料 広 告 募 集



今月今月
の
表紙表紙

自治自治
連絡員連絡員
会議会議

3ーC  会議室

4/20・5/6

○社会福祉協議会へ　福里洋さん（糸

満）より故福里ヨシ様の香典返しとして10万円▼安里利夫さん（糸満）より故安里キク様の香典返しとして5万円
▼山内昌秀さん（阿波根）より、故山内カマド様の香典返しとして15万円▼上原常子さん（西崎）より故上原信榮
様の香典返しとして20万円▼伊敷民子さん（糸満）より故伊敷薫様の香典返しとして10万円▼大城勝子さん（西

崎）より故大城信雄様の香典返しとして10万円　○人材育成基金へ　福村哲さん（兼城）より寄附金として２万円
▼上原常子さん（西崎）より故上原信榮様の香典返しとして20万円

寄附　ご芳志ありが
とうございます

19 18

○上映会

○利用者の皆さんへ

日時　4/18（日）14時～
アニメ「楽しいムーミン一家」
※入場無料です。

○おはなし会
日時　4/10（土）・24（土）・5/8
（土）15時～
～絵本と紙芝居の読み聞かせ～

○五月人形展
日時　4/20（火）～5/9（日）

　平成22年度4月1日より
開館時間が次のとおりに
なりましたのでお知らせ
します。
火曜日～日曜日　
10時～19時

移動図書館　くろしお号
※悪天候時は運休。（　）内は滞在時間

995-3746
み な よ む

高嶺小学校
がじゅまる児童ｾﾝﾀｰ
与座区民館

10：20（20 分）
16：10（30 分）
17：00（30 分）

Ａ　4/21

兼城ﾊｲﾂ集会所
潮平北側広場
阿波根宿舎

14：00（30 分）
14：40（30 分）
15：20（30 分）

Ｂ　4/17　5/1

喜屋武小学校
さつきの城自治会館
米須団地

13：20（40 分）
16：10（30 分）
17：00（30 分）

Ｄ　4/14　4/28

賀数公民館
おおたばる（賀数宿舎）
航空局糸満宿舎
願寿館
西崎１丁目集会所

10：00（30 分）
10：40（40 分）
14：00（30 分）
14：40（30 分）
15：20（30 分）

Ｅ　4/10　4/24　5/8

西崎さくら公園
ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ自治会館
潮平高層住宅
雇用促進住宅

10：40（40 分）
14：00（30 分）
14：40（30 分）
15：20（30 分）

Ｆ　4/11　4/25　5/9

真壁小学校　　　13：25（40分）
Ｇ　4/15　　5/6

兼城小学校　 　　13：30（20分）
Ｈ　4/13　4/27

日時：第1･3週水曜日「栄養に関する相談」9時～12時
　第2･4週水曜日「高血圧、糖尿病、肥満など生活習慣病、
　市民健診結果についてのアドバイスなど」9時～12時
場所：健康推進課　TEL：840-8126

健康についての悩みはこちらまで健康相談（予約制）

日時：毎週月曜日～金曜日　13時30分～17時
場所：社会福祉センター（ふれあい福祉相談室）
TEL：994－0563（内15)／ 852－3000 (専用)

ふれあい福祉相談

身体障害者相談員   櫻木かほる  (自)992－2723 (職)995－0789 
　　　　　　　　豊平朝清　992－4741
知的障害者相談員　栄盛圧美　（自）997-2119

県から委託を受けた方々です障害者相談

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時30分
場所：市障害者支援センター陽だまり 
TEL：840－8468

生活・就労等に関する相談や支援障害者（児）相談　　

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時
場所：糸満市地域包括支援センター
TEL：地域包括支援課　840-8114

在宅介護等に関して総合的に応じます高齢者相談

日時：平日 8時30分～17時30分 / 土･日･祝祭日 10時～17時
場所：沖縄女性相談所　TEL：854－1172　

女性相談所

日時：毎週火曜日～土曜日　10時～17時
場所：市青少年センター（がじゅまる児童センター内）
TEL：995－1957（gajimaru@southernx.ne.jp）

子育て相談

日時：毎月第2･4水曜日　13時30分～15時30分
場所：市民生活課(相談室）　TEL：840－8123
定員：相談日の前日の９時から先着５名（要予約）

弁護士による法律相談無料法律相談

日時：毎月第３水曜日　９時３０分～12時
場所：市民生活課(相談室）　TEL：840－8123
定員：先着５名まで随時受け付けています。（要予約）

司法書士による無料相談多重債務相談

日時：毎月第1･2･3火曜日　14時～16時　場所：市民生活課相談室
TEL：840-8123　※上記日程で難しい方は行政相談員と調整してください。
行政相談員：金城栄子 994-5978　酒屋祐定 997-3117　國吉恒子 994-6117　　

役所の仕事に関する苦情や意見など行政相談

親子・夫婦・扶養・相続・いじめ等人権相談

日時：毎週月･火･水･木　9時～14時
場所：市民生活課
TEL： 840－8123　(※祝日は休み)

市民生活に関する相談に市民相談員が応じます市民相談 中
央
図
書
館

各
種
相
談

編集編集
後記後記

涙と笑顔
の卒業式

米須小学校  　 　13：30（30分）
Ｃ　4/22

那覇地方法務局 人権擁護課 TEL：854-1215　　　
人権擁護委員：大城美根子・伊敷康子・大城正清・宮城美
恵子・上原研治・久保田曉・徳元勲　

寝相と寝言がひどい私｡テ
スト中､急にヘディングで
起きたり､テレビを見てい
る弟に｢消すな！｣と叫ん
だり､米留学で何故か韓国
語を話したり･･･今日は思
いきり背中を反ったと同
時に､顔面急降下＆あご強
打｡朦朧とする意識の中､
口内で広がる生温かいも
の･･･初めて自分に恐怖を
覚えた瞬間でした。
　　　　　　　(あいみ）

中学校卒業式で
答辞を読み上げる甥の姿
に感動して、涙でカメラ
のシャッターを切ること
ができず、メモをとるの
を忘れ取材になりません
でした。甥よ、すまん。最
近は卒業式で歌われるこ
とが少なくなった「仰げ
ば尊し」の歌も新鮮でし
た。卒業生の皆さん、ご
家族の皆さん、ご卒業お
めでとうございます。こ
れからの活躍を広報で多
く取材できるのを楽しみ
にしています。（くだ）

　3月12日、市内の6中学

校で卒業式が行われまし

た。紙吹雪の中、卒業生

は在校生や保護者に見送

られ、それぞれの希望や

目標を胸に、学び舎を巣

立っていきま

した。
海

美々ビーチいとまん

びらき
2010･4･24 AM11:00
おまたせしました！美々
ビーチいとまんが4月24
日（土）海びらきします。
楽しいゲームやアトラク
ションが盛りだくさん。
当日は駐車料金も無料。
みんなで美々ビーチにで
かけよう！

問い合わせ
美々ビーチいとまん
管理事務所　 840-3451

問い合わせ
美々ビーチいとまん
管理事務所　 840-3451
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　３月９日、喜屋武小学校体育館引き渡し・落成式典が行
われました。
　式典で上原裕常市長は「勉強も大切ですが体を鍛えるこ
とも大切。岬っ子の皆さんが、体を鍛え健やかに成長する
ことを願っています」と、あいさつ。生徒を代表して、児童会
長の上良朋弘君（５年）が「これから卒業式や入学式がこ
の新しい体育館で行われます。みんなで大切に使っていき
たいです」と元気よくあさいつしました。
　新しい体育館は太平洋を見下ろせる場所に立ち「夕日の
広場」の愛称で児童や地域に親しまれています。この美し
い景色を残してほしいという地域の思いを受けて、体育館
舞台の後方壁面は全面ガラス張りで、太平洋が眼下に見
下ろせます。
　舞台のカーテンが開くと児童から一斉に歓声が沸き起
こり、儀間栄子校長は「地域の思いがすべて受け入れられ
た沖縄一の体育館。設計者や工事関係者の皆さんに感謝
しています」と喜びを語っていました。

上/ドクターカーの
協定締結で救急患
者の救命率が高まり
ます。上原裕常市長
と赤崎満院長（右か
ら３番目）、病院関係
者の皆さん
下/３月１日、協定を
締結。赤崎院長と金
城誠栄糸満市消防
長

上/舞台後方は全面ガ
ラス張り！児童から歓声
が沸き起こっていまし
た
下/児童を代表しての上
良朋弘君があいさつ/
業者から糸満市へ引き
渡し書類等の目録が贈
呈されました/新しい体
育館の落成を喜ぶ児童
たち

南部徳洲会病院と糸満市消防本部は３月1日、救急現場活動
時における医師、看護師派遣「ドクターカー」に関する協定を締
結しました。

近年、複雑多様化する災害現場では救急隊員が行う応急手当
等が拡大され、中には救急隊員では対応できない事例がありま
す。ドクターカーは、災害現場へ医師派遣を要請し、医師と救急
隊が協力して医療救護活動を行うもので、救急患者の救命率が
高まります。
　締結を終え、上原裕常市長は「皆さんの協力がなければ救える
命も救えません。市民の生命を第一に考え、地域医療に対してご
理解いただきありがとうございます」とお礼を述べ、赤崎満院長
は「医療過疎にならないようにするのが我々の使命だと思ってい
ます。協定を締結することで医師派遣が迅速になります。知識と
技術を共有しながら支援して行きたい」と話していました。

救
命
率
向
上
へ

「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
」

運
用
開
始
！

地域の思いが形に。
喜屋武小学校体育館落成
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